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世
界
遺
産
と
い
う
政
治
の
中
の
中
国

-

問
題
提
起
1

経
済
社
会
理
事
会
と
連
携
協
定
を
有
す
専
門
機
関
の
ひ
と

つ
に
国

連
教
育
科
学
文
化
機
関

(U
N
E
S
C
O
)
が
あ
る
。
そ
の
事
務
局

長
で
あ
る
松
浦
晃

一
郎
氏
が
指
摘
す
る
と
お
り
、
世
界
遺
産
は
観
光

収
益
が
誘

引
す
る
国
家
規
模
で
の
経
済
成
長

の
起
爆
剤
と
な
り
、
そ

ム
　
　

の
傾
向

は
殊
、
途

上
国

に
あ

っ
て
顕
著

と
な
る
。

二
〇
〇
三
年
以

降
、
二
桁

台
の
G
D
P
成
長
率
を
取
り
戻
し

「世
界
の
工
場
」
と
称

さ
れ
て
久

し

い
中
国
は
、
イ
タ
リ
ア

(四

一
件
)
、

ス
ペ
イ

ン

(四

〇
件
)
に
次

い
で
三
五
も
の
物
件
を
有
す

「世
界
遺
産
大
国
」
と
い

う
横
顔
を

も

っ
て
お
り

(二
〇
〇
七
年

一
〇
月
現
在
)
、
北
京
の
皇

宮
群

・
諸
庭
園
や
万
里
の
長
城

の
ほ
か
、

マ
カ
オ
の
歴
史
的
景
観
な

ど
世
界
的
観
光
ス
ポ

ッ
ト
を
数
え
れ
ば
枚
挙

に
い
と
ま
が
な
い
。

こ

れ
は
、
自
然
環
境
に
比
し
観
光
資
源

(経
済
成
長
誘
因
)
と
化
し
や

す

い
と

い
う
文
化
財

・
遺
跡
な
ど

の
性
質

を
反
映
し
た
も
の
だ
ろ

う
。
こ
う
し
た
観
点
と
そ
の
重
要
性
が
、
世

界
遺
産
に
つ
い
て
考
察

す
る
上
で
留
意
す

べ
き
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る

こ
と
は
別
言
を
侯
た
な

い
。た
だ
し
本
稿
は
、
世
界
遺
産
が
も
た
ら
す
経
済
的
意
義
で
は
な
く

政
治
的
意
義
に
焦
点
を
絞
り
、
中
国
の
世
界
文
化
遺
産
政
策
と

「和

譜
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
す
る
同
国
の
対
内
外
政
策
と
の
連
関
を
討
究

す
る
も
の
で
あ
る
。
数
年
来
、
中
国
は

「和
譜
社
会

の
構
築
」
を
政

治
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
二
〇
〇
五
年

に
は
胡
錦
濤
国
家
主
席

が
国
連
外
交

の
表
舞
台

で
あ
る
総
会
で
の

一
般
演
説
に
お
い
て

「和

中国のユネスコ世界遺産政策Ig3



譜
世
界
」

と
い
う
外
交
指
針
を
提
起
し
た
。

一
連

の
政
策
展
開
は
、

中
国

の
内
政
施
策
と
外
交
政
策

の
シ
ン
ク
ロ
を
明
示
す
る
も
の
で
あ

る
が
、

ソ
フ
ト
パ
ワ
i

(軟
実
力

・
軟
力
量
)
に
着
目
し
伝
統
文
化

振
興
と
文
化
外
交
を
展
開
す
る
中
国
政
府

は
、

い
か
に
し

て

「和

譜
」
理
論

を
世
界
文
化
遺
産
政
策

へ
と
注
入
し
て
い
る
の
か
。
ま
た

そ
の
対
内
外
的
意
義

・
イ
ン
パ
ク
ト
を
検
証
す
る
が
、
国
内
政
治
目

標
と
し

て
掲
げ
ら
れ
た

「和
譜
」
理
論

の
外
交
政
策

へ
の
引
用
に

は
、
政
策
対
象
と
な
る
ア
ク
タ
ー
、
す
な
わ
ち

ユ
ネ
ス
コ
が
政
治
の

場
で
あ

る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

し
か
し
、
概
し
て
国
連
安
保
理
や
総
会
が
内
包
す
る
政
治
性

に
関

　
　
　

す
る
論
説

に
比
し
、
経
済
社
会
分
野
に
携
わ
る
国
連
機
関

の
実
態
に

つ
い
て
は
、
良
質
な
概
説
書
で
さ
え
、
歴
史
、
活
動
内
容
や
そ
の
構

成

に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
、
国
連

シ
ス
テ
ム
を
と
り
ま
く
現
実
政
治
か

ら
の
乖
離

や
力
の
空
白
を
前
提
に
語
ら
れ
る
こ
と

(も
し
く
は
、
そ

　ヨ
　

う
し
た
力
学
を
想
定
し
な

い
議
論
)
は
少
な
く
な

い
。
も
ち
ろ
ん
、

理
念
上
は
政
治
性
や
そ
の
種

の
バ
イ
ァ
ス
は
排
さ
れ
て
し
か
る
べ
き

も
の
で
あ
り
、
原
理
的

に
も
そ
の
機
能
に
関
す
る
概
説
書

の
記
述
に

相
違

は
な

い
。
他
方
で
、
例
え
ば
政
治

・
安
全
保
障
分
野

で
の
機
能

強
化
と
経

済
社
会
分
野

に
お
け
る
機
能
活
性
化

は
、
と
も
に
越
境
的

課
題

に
対

処
し
う
る
超
国
家
主
権
性
を
帯
び
た
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
ス

キ
ー
ム
を
模
索
す
る
と

い
う
点

で
目
的
を
共
有
し
、
そ
の
論
点
も
国

連
改
革
と

い
う
各
国
の
利
権

の
せ
め
ぎ
あ

い
に
帰

一
さ
れ
る
。

こ
の

視
角
か
ら
言
え
ば
、
経
済
社
会
分
野
の
諸
機
関

は
と
り
も
な
お
さ
ず

政
治

の
舞
台

で
あ
る
こ
と
が
露
見
さ
れ
る
。

U
N
E
S
C
O
の
機
能
活
性
化
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
こ
の
意
味

で

典
型
的
経
緯
を
有
す
。

つ
ま
り
、
米
国

(
一
九

八
四
～
二
〇
〇
三
)、

英
国

(
一
九
八
五
～

一
九
九
七
)
お
よ
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

(
一
九
八

五
～
現
在
)
が
、
U
N
E
S
C
O
の

「過
度

の
政
治
化
」
や

「親

ソ

連

・
反
イ
ス
ラ

エ
ル
化
」
を
理
由

に
同
機
関
を
脱
退
し
た
と

い
う
時

代
背
景
を
鑑
み
れ
噂

ユ
ネ
ス
コ
自
身
な
ら
び
に
そ
こ
か
ら

の
脱
退

と
い
う
行
為
自
体
も
ま
た
政
治
的
判
断

の
賜
物
に
他
な
ら
な

い
。
管

見
の
限
り
で
は
あ
る
が
、
特
定

の
研
究
者
や
関
係
者
に
よ
り
該
機
関

を
め
ぐ
る
内
在
的

(本
質
的
)
政
治
性
を
議

論
し
た
先
行
研
究
が
蓄

ム
ら
　

積
さ
れ
て
い
る
。
最
上
は
、

「(批
判
す
る
)
主
体
が
変
わ
る
の
に
応

じ
て

『政
治
化
』

で
あ

っ
た
り
な
か

っ
た
り
す
る
」
と
、
そ
の

「相

対
性
」
お
よ
び
主
観
性
を
指
摘
す
る
と
同
時

に
、

「
一
つ
の
機
構
に

つ
い
て
時
代
を
問
わ
ず
見
ら
れ
る

(そ
の
申

し
立
て
が
あ
る
)

(中

略
)
例
が
少
な
く
な
い
と
い
う
」
政
治
化
の

「普
遍
性
」
に

つ
い
て

ハ　
　

も
指
摘

・
分
析
し
た
。

上
記
指
摘

は
、
U
N
E
S
C
O
に
限
ら
ず
多
く
の
国
連
機
関
を
も

射
程
内
に
捉
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

な
が
ら
、
経
済
社
会
分

野
、
と
り
わ
け
教
育
や
文
化
と
い
う
思
想
形
成
に
直
接
的
作
用
を
及

ぼ
す
分
野
に
携
わ
る
該
機
関
の
特
殊
性
・政
治
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
や

は
り
他
の
機
関
と
同

一
視
す
べ
き
で
な
い
。
さ
ら
に
、
U
N
E
S
C
O

の
主
要
任
務

の
ひ
と

つ
に
世
界
遺
産

の
認
定

・
保
護
な
ど
が
あ

る

が
、
そ
の
理
念
と
実
際
に
つ
い
て
も
留
意
す

べ
き
点
が
あ
る
。
詳
細
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は
次
章
に
て
後
述
す
る
が
、
今

日
、
八
五
〇
を
超
す
文
化
財
、
自
然

環
境
お
よ
び
そ

の
混
合
物
件
が
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
本
来
的
意
義
は

「顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
文
化
遺

産
及
び
自
然
遺
産
」
を

「認
定

し
、
保
護
し
、
保
存
し
、
整
備
し
及

び
将
来
の
世
代

へ
伝
え
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
る
。

こ

の
U
N
E
S
C
O
憲
章
が
掲
げ

る
世
界
遺
産
の
理
念
は
、
多
国
間
主

義
的
政
治

の
範
疇

で
は

「遺
産
」
と
化
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る

を
得
な

い
。

一
方
、

U
N
E
S
C
O
の
政
治
化
を
刺
激
す
る
各
加
盟
国
は
、
独

自

の
政
策
理
論
に
則

っ
て
国
益

の
確
保

・
拡
大
に
努
め
て
お
り
、
そ

の
姿
勢
は
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
申
請
国
と

い
う
立
場
に
あ

っ
て

も
不
変
で
あ
る
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
顕
著
と
な
る
。
よ

っ
て
本
稿

で

は
、
そ
の
政
策

モ
ジ

ュ
ー
ル
と
し
て
の
世
界
遺
産
、
主
と
し
て
文
化

遺
産
を
め
ぐ
る
申
請
国
側
の
政
策
理
論
と
政
策
的
意
義

に
つ
い
て
討

究
す
る
。

ユ
ネ
ス
コ
に
お
け
る
世
界
遺
産
政
策
と
い
う
分
析
枠
組

み

は
、
各
国

の

「国
情
」
が
対
外
政
策
に
反
映
さ
れ
る
イ
ン
パ
ク
ト
と

同
時

に
、
文
化
政
治
力
の
有
用
性
を
も
提
示
し
う
る
。
そ
し
て
こ
う

し
た
中
国

の
世
界
遺
産
政
策
研
究
は
、
翻

っ
て
国
連
と
い
う
グ

ロ
ー

バ
ル
ア
ク
タ
ー
の
政
治
性
、

ひ
い
て
は
各
加
盟
国
の
国
連
外
交

の
政

治
力
学
を
考
察
す
る
上
で
も
参
考
と
な
ろ
う
。
な
お
、
引
用
箇
所

・

文
献
名
等
を
除
き
、
本
稿

で
は
国
連
専
門
機
関

で
あ
る
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
そ
れ
自
体
の
名
称
を

"U
N
E
S
C
O
"
と
表
記
し
、

加
盟
国
間

の
利
害
関
係
が
交
錯
す
る
政
治
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は

「
ユ

ネ
ス
コ
」
と
表
記
す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要

に
応
じ
て
両
者
の
区
分

を
行
う
。
ま
た
、
人
物

の
肩
書
き
に

つ
い
て
は
、
特
に
断
り

の
な
い

限
り
当
時
の
も
の
と
す
る
。

世
界
遺
産
の
分
類

・
登
録
プ
ロ
セ
ス
と

そ
の
理
念

「顕

著

な
普

遍

的

価

値

を

有

す

る

遺

跡

や
自

然

地

域

な

ど

を

人

類

全

体

の

た

め

の
世

界

の
遺

産

と

し

て
保

護

・
保

存

し

、

国

際

的

な

協

力

及

び

援

助

の
体

制

を

確

立

す

る

」

こ
と

を

目
指

し

て
、

一
九

七

二

年

=

月

、
第

一
七

回

U

N

E

S

C

O

総

会

は

「
世

界

の
文

化

遺

産

お

よ

び

自

然

遺

産

の

保

護

に
関

す

る
条

約

」

(0
8

ぎ

ヨ

8

鍵

子
・

鴫
『。
侍。
∩
門一。
昌
。
h
子
o
≦
げ
『匡

O
巳
2
『
巴

曽
昌
α
Z
曽
2
巨

徊
ゆ
『同丹9。
αQ
。
"
世

界

遺

産

条

約

)

を

採

択

し

た

(
七

五

年

一
二

月

、

発

効

)
。

こ

れ

に

続

き

、

「世

界
遺

産

条

約

を
履

行

す

る

た

め

の
作

業

指

針

」
(O
℃
§

ユ
。
〒

a
l
G
u
id
e
lin
e
s
fo
r
I
m
p
le
m
e
n
t
a
t
io
n

o
f
th
e
W

o
r
ld
H

e
r
ita
g
e

C
o
n
v
e
n
ti
o
n
)

が

策

定

さ

れ
、

登

録

手

続

き

・
評

価

基

準

な

ど

実

務

　
　
　

細
目
が
示
さ
れ
た
。
以
来
、

一
四

一
か
国

の
計
八
五

一
も
の
物
件
が

世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
、
詳
細
は
後
述
す
る
が
三
分
類

の
内

訳
は
、
文
化
遺
産
が
六
六
〇
件
、
自
然
遺
産

は

一
六
六
件
、
複
合
遺

産
が
二
五
件
で
あ
る

(二
〇
〇
七
年

一
〇
月
現
在
)。

世
界
遺
産
は
、
「文
化
遺
産
」
「自
然
遺
産

」、
そ
し
て
そ
の
両
方

の
性
質
を
含
む

(世
界
遺
産
条
約
で
は
個
別

言
及
さ
れ
な

い
)
「複
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表1世 界遺産の評価基準

文化遺産

C(i) 人間の創造的才能を表す傑作であること。

C(ii)
ある期間、あるいは世界のある文化圏において、建築物、技術、記念碑、都市計

画、景観設計の発展において人類の価値の重要な交流を示していること。

C価)
現存する、あるいはすでに消滅してしまった文化的伝統や文明に関する独特な、あ

るいは稀な証拠を示していること。

C(iv)
人類の歴史の重要な段階を物語る建築様式、あるいは建築的または技術的な集合

体、あるいは景観に関する優れた見本であること。

C(v)
ある文化(ま たは複数の文化)を 特徴づけるような人類の伝統的集落や土地利用の

優れた例であること。特に抗 しきれない歴史の流れによってその存続が危うくなっ

ている場合。

C㈹
顕著な普遍的価値をもつ出来事、生きた伝統、思想、信仰、芸術的作品、あるいは

文学的作品と直接または実質的関連があること(極 めて例外的な場合で、かつ他の

基準と関連 している場合のみ適用)。

自然遺産

N(i)
生命進化の記録、地形形成において進行しつつある重要な地質学的過程、あるいは

重要な地形学的、あるいは自然地理学的特徴を含む、地球の歴史の主要な段階を代

表する顕著な例であること。

N(ii)陸上、淡水域、沿岸 ・海洋生態系、動 ・植物群集の進化や発展において、進行しつ
つある重要な生態学的 ・生物学的過程を代表する顕著な例であること。

N(iii)ひときわ優れた自然美および美的要素をもった自然現象、あるいは地域を含むこ
と。

N(iv)
学術上、あるいは保全上の観点から見て、顕著な普遍的価値をもつ、絶滅のおそれ

のある種を含む、野生状態における生物の多様性の保全にとって、最も重要な自然

の生息 ・生育地を含むこと。

注:複 合遺産は、文化遺産および自然遺産の各一項目以上の評価基準に合致すること。

出所:「 世界遺産条約を履行するための作業指針」

合
遺
産
」

の
三

つ
に
分
類

・
定
義

さ
れ
る
が
、
世
界
遺
産
リ
ス
ト
登

録

に
は
、

評
価
基
準

(表

1
を

バ
　
　

参
照
)
の

一
項
目
以
上
に
合
致
す

る
と
と
も

に
、
法
的
措
置
な
ど
に

よ
り
価
値

の
保
護

・
保
全
が
十
分

担
保
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
な
ら
び

に
管
理
計
画
を
有
す
こ
と
な
ど
の

諸
条
件

を
満

た
し

て
い
る
こ
と

が
、
必
須
と
さ
れ
る
。
ま
た
登
録

プ

ロ
セ
ス
は
、
世
界
遺
産
条
約
が

定
め
る
下
記
手
続
き
を
経
ね
ば
な

ら
な

い

(図
1
を
参
照
)。
世
界

ム
リ
　

遺
産
委
員
会
の
要
請

に
基
づ
き
、

自
然
遺
産

は
I
U
C
N

(国
際
自

然
保
護
連
合
)
が
、
文
化
遺
産

は

I
C
O
M
O
S

(国
際
記
念
物
遺

跡
会
議
)
が
、
同
条
約
締
約
国
の

推
薦
す
る
候
補
物
件

(毎
年
二
件

を
上
限
と
し
、
う
ち

一
件
は
自
然

遺
産
で
あ

る
こ
と
)
に
つ
い
て
調

査
評
価
を
行
う
。
そ
の
審
査
を
通

過
し
た
候
補
地
に
つ
い
て
の
み
、

186
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締約国政府
」

i

世界遺産暫定一覧表

ウ
ノ 、

世界遺産暫定一覧表

(UNESCO事 務局 ・世界遺産センター)
㌧ ノ

ii

文化遺産 自然遺産

寺 寺
ICCR・M…[IC・M・S【IUCN

世界遺産委員会

(UNESCO事 務局 ・世界遺産センター)

各国が 「世 界遺産 条約」の締約 国 とな る。

①締約国 は、自国の世界遺産候補物 件を 「暫定一 覧

表」事として世 界遺産委員会 に提 出。

②締約国 が、暫定一覧表 に記載 されてい る物件 を登

録申請(毎 年2件 を上限 と し、 うち1件 は自然遺

産で あるこ と)。

③世界遺産委 員会が、候補物件 の調査評価 を諮問機

関へ依頼。

文化遺産 はICOMOS(国 際記念物遺跡 会議)へ 、

自然遺産 はIUCN(国 際 自然保護連合)へ 。

④調査評価 の審 査を通過 したものについてのみ、毎

年1回 開催 され る世界遺産 委員会で、ICOMOS、

IUCN、 お よびICCROM(文 化 財保 存修 復研 究

国際セ ンター)を 交えて候補物件 を評価審議。

評価基準(表1)の うち1つ 以上 を満 た してい るこ

とが、世界遺産 リス ト登録の必要条件 とな る。

⑤ 世界遺産委員会 が、世 界遺産 リス ト登録を承認。

評価基準クリア

o
登録決定

*「暫定 一 覧表 」 とは、条 約 の 各締 約 国 が、将 来

「世 界遺産 リス ト」 に記載す ることが適当 であ る

物件 の 目録 として、世 界遺産条約の事務局 であ る

世 界遺 産セ ンターへ提 出す るリス ト。

図1世 界 遺 産 リス ト登 録 の プ ロ セ ス

出 所:「 世 界遺 産 条 約 」、 「世 界 遺産 条約 を履 行 す る た め の作 業 指 針 」 お よび 日本

ユ ネ ス コ協 会連 盟http://www.unesco.jp/contents/isan/decides.htm1よ り作 成 。

毎
年

一
回
召
集
さ
れ

る
世
界
遺
産
委
員
会

は
、
上
述

の
諸
条
件

に
着
目
し
て
候
補
物
件

を
世
界
遺
産
リ
ス
ト
に
登
録
す
る
か
否
か
を

審
議
す
る
。

有
形
文
化
財
や
自
然
環
境
に
つ
い
て
は
、

一
九
七
二
年

の
世
界
遺
産
条
約

に
よ
っ
て
保

護
体
系
が
整
備
さ
れ
た
が
、
無
形
の
文
化
財

や
伝
統
技
能
に

つ
い
て
は
、
そ
の
後
も
拘
束

力
の
あ
る
多
国
間
協
定
が
確
立
す
る
こ
と
は

な
か

っ
た
。
そ
こ
で
、
人
類

の
口
承
文
化
お

よ
び
無
形
遺
産
を

「条
約
」
と
い
う
法
的
枠

組
み
に
よ
っ
て
国
際
的

に
保
護
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
、
第
三
二
回

U
N
E
S
C
O
総
会

に
お
い
て

「無
形
文
化

遺
産

の
保
護
に
関
す

る
条
約
」
(0
8
ぎ
昌
ユ
8

f
o
r

t
h
e

S
a
f
e
g
u
a
r
d
i
n
g

o
f

t
h
e

I
n
t
a
n
g
i
b
l
e

O
巳
ε
目巴
=
。.博丙曽αq鴫脚
無
形
文
化
遺
産
保
護
条

約
)
が
採
択
さ
れ
た
。
無
形

の
文
化
財
や
伝

統
芸
能
が
、
同
条
約

に
よ
り
即
座
に
世
界
遺

産

の

一
分
類
と
し
て
認
可
を
受
け
定
着
し
た

わ
け
で
は
な
い
が
、

以
下
五
分
野
を
保
護
対

象
と
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
た
。
ω
口
承
に

よ
る
伝
統
お
よ
び
表

現

(無
形
文
化
遺
産

の
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伝
達
手
段
と
し
て
の
言
語
を
含
む
)、
②
芸
能
、
③
社
会
的
慣
習
、

儀
式
お
よ
び
祭
礼
行
事
、
ω
自
然
お
よ
び
万
物

に
関
す
る
知
識
お
よ

び
慣
習
、

そ
し
て
⑤
伝
統
工
芸
技
術
。

二
〇
〇

六
年

一
月
、
締
約

国
が
三
〇
か
国
に
達

し
た

こ
と
を
受

け
、
同
条
約
は
規
定
ど
お
り
三
か
月
後
に
発
効
し
た
が

(二
〇
〇
七

年

一
〇
月
現
在
、
批
准

・
承
認

・
承
諾
を
含
め
八
六
か
国
が
支
持
)
、

U
N
E
S
C
O
が
展
開
し
て
き
た
無
形
文
化
財
な
ど
に
対
す
る
保
護

政
策
、
例

え
ば

「伝
統
文
化

・
民
間
伝
承

の
保
護
勧
告
」
や

「消
え

ゆ
く
世
界

の
少
数
言
語
地
図
」
な
ど
は
、

こ
れ
に
収
敏
さ
れ

つ
つ
あ

る
。
と
り
わ
け
該
機
関

は
、
二
〇
〇

一
年
よ
り
隔
年
で
三
度

に
わ
た

り

「人
類

の
口
承
及
び
無
形
遺
産

の
傑
作

の
宣
1riII」

(T
h
e
P
rocla-

m
atio
n
o
f
M
asterpieces
of
th
e
O
ral
an
d
In
tang
ib
le
H
eritag
e
of

H
u
m
anity
)
を
発
表

し
'

X
10
0

1
年
に

一
九
件
、
〇
三
年
に
二

八
件
、
そ

し
て
〇
五
年

に
は
四
三
件
を
当
該
傑
作
と
し
て
認
定

し

た
。
そ
の
登
録
基
準
は
、
ω
顕
著
な
価
値
を
も

つ
無
形
文
化
遺
産
の

集
積

で
あ

る
こ
と
、
ω
歴
史
的

・
芸
術
的

・
民
族
学
的

二
言
語
的

・

文
学
的
観
点
の
い
ず
れ
か
に
よ

っ
て
顕
著
な
価
値
を
も
つ
、

一
般
的

も
し
く
は
伝
統
的
な
文
化
表
現
で
あ
る
こ
と
、
と
さ
れ
、
世
界
の
伝

統
的
文
化

の
表
現
形
式
や
文
化
空
間
を
保
護
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

と
し
て
無

形
文
化
遺
産
保
護
条
約
の
前
文
、
第

一
六
条
お
よ
び
第
三

一
条
な
ど

に
反
映
さ
れ
た
。

こ
れ
ま

で
、
世
界
遺
産

の
諸
分
類
、
そ
の
登
録
プ

ロ
セ
ス
、
そ
し

て
新
た
に
保
護
体
系

が
確
立
し

つ
つ
あ
る
無
形
遺
産
を
と
り
ま
く
状

況
に

つ
い
て
み
て
き
た
が
、
続
い
て
、
こ
う
し
た
法
制
化

・
制
度
化

に
通
底
す
る
世
界
遺
産
の
理
念

に
つ
い
て
考
察
す
る
。
文
化
、
自
然

の
別
を
問
わ
ず
、
世
界
遺
産
条
約
は
世
界
遺
産
リ
ス
ト
登
録
の
要
諦

へ
に
　

と
し

て

「顕
著
な
普
遍
的
価
値
」

(o
u
tstan
din
g
u
n
iversal
valu
e)

を
備
え
て
い
る
こ
と
を
求
め
る

(第
-
章
)
。
な
お

「危
機
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
世
界
遺
産
リ
ス
ト
」
の
作
成
を

は
じ
め
、
遺
産

の
保
護

活
動
に
関
す
る
世
界
遺
産
基
金

へ
の
拠
出

(
U
N
E
S
C
O
分
担
金

に
対
し
て

一
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
)
な
ど
、
同

条
約
締
約
国

の
義
務

(任
務
)
も
こ
こ
に
規
定
さ
れ
る

(第

n
～
W
章
)
。
さ
ら
に
こ
の
条

約
に
は
、
U
N
E
S
C
O
憲
章
第

一
条
が
謳

う

「世
界
の
遺
産

で
あ

る
図
書
、
芸
術
作
品
並
び
に
歴
史
及
び
科
学

の
記
念
物
の
保
存
及
び

保
護
を
確
保
し
、
且

つ
、
関
係
諸
国
民
に
対

し
て
必
要
な
国
際
条
約

を
勧
告
す
る
こ
と
」
と
い
う
同
機
関
の
使
命

(任
務
)
が
多
分
に
注

入
さ
れ
て
い
る

(前
文
)。

他
方
、
無
形
文
化
遺
産
保
護
条
約
は
、
そ

の
前
文

で
無
形
文
化
遺

産
と
有
形
文
化
遺
産
お
よ
び
自
然
遺
産
と
の
間
の
深

い
相
互
依
存
関

係
、
な
ら
び
に
人
類

の
遺
産
の
保
護

に
対
す

る
普
遍
的
な
思
想
お
よ

び
共
通

の
関
心
に
言
及
し
、
そ
の
重
要
性
を
喚
起
す
る
。
そ
し
て
同

時
に
、
「人
権
に
関
す
る
国
際
文
書
、
特

に

一
九
四
八
年
に
採
択
さ

れ
た

『世
界
人
権
宣
言
』
、

一
九
六
六
年

の

『
経
済
的
、
社
会
的
お

よ
び
文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
』
お
よ
び
同
年

の

『市
民
的

お
よ
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
』

に
言
及
し
、

一
九
八
九

年

の

『伝
統
文
化
と
民
間
伝
承

の
保
護
に
関

す
る

ユ
ネ

ス
コ
の
勧

Igg



告
』"

X
10
0

1
年

の

『文
化

の
多
様
性

に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
世

界
宣
言
』

お
よ
び
二
〇
〇
二
年

の
第
三
回
文
化
大
臣
円
卓
会
議

に
て

採
択
さ
れ
た

『イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
宣
言
』
が
強
調
す
る
文
化

の
多
様

性
を
推
進

し
、
持
続
可
能
な
発
展
を
保
証
す
る
無
形
文
化
遺
産

の
重

要
性
を
考
慮
」
す
る
こ
と
を
謳

う
。

つ
ま
り
、
あ
る
文
化
を
保
護
す

る
こ
と
は
そ
の
文
化
圏
に
お
け
る
人
権
保
護
で
あ
る
と
、
両
者
を
あ

る
面

で
同

一
視
す

る
と

い

っ
た
視
座
を
提
起

し
、

こ
の
視
角

は

U
N
E
S
C
O
の
こ
れ
ま

で
の
活
動
趣
旨
と
も
合
致
す
る
と
主
張
す

る
。有
形
無
形
を
問
わ
ず
遺
産
保
護

に
向
け
た
国
際
的
協
力
お
よ
び
援

助

の
体
制

を
確
立

す

る
こ
と
、

こ
れ

は
両
条
約

に
投
影

さ
れ
る

ム
ロ
　

U
N
E
S
C
O
自
身
の
理
念

で
あ
る
。
と
は
い
え
、
そ
れ
が
該
機
関

の
目
的

・
任
務
の
み
な
ら
ず
人
間
と
し
て
の
権
利
を
強
調
し
て
い
る

点
に
着
目
す
れ
ば
、
単
な
る
法
整
備
や
枠
組
み
構
築
で
は
な
く
、
む

し
ろ
ソ
フ
ト
面
の
充
実
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

例
え
ば
、
U
N
E
S
C
O
憲
章
前
文
は
そ
の
冒
頭
で
、

「戦
争

は
人

の
心
の
中

で
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人

の
心
の
中
に
平
和

の

と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
る
が
、
こ
れ
も
そ
の

証
左

で
あ
る
。
U
N
E
S
C
O

の
目
的

は
、
「国
際
連
合
憲
章
が
世

界
の
諸
人
民
に
対
し
て
人
種
、
性
、
言
語
又
は
宗
教
の
差
別
な
く
確

認
し
て
い
る
正
義
、
法
の
支
配
、
人
権
及
び
基
本
的
自
由
に
対
す
る

普
遍
的
な
尊
重
を
助
長
す
る
た
め
に
教
育
、
科
学
及
び
文
化
を
通
じ

て
諸
国
民

の
間
の
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
平
和
及
び
安

全

に
貢
献
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。

つ
ま
り
、

二

つ
の
文
化
遺
産
保
護

条
約
は
U
N
E
S
C
O
の
本
質
的
存
在
意
義

・
理
念
を
具
現
化
し
た

も
の
で
あ
る
。

世
界
遺
産
と
は

「人
類
全
体
の
た
め
の
世

界
の
遺
産

の

一
部
と
し

て
保
存
す

る
必
要
が
あ
る
」
「顕
著
な
普
遍
的

価
値
」
を
有
し
て
い

る
と
、
U
N
E
S
C
O
に
よ
り
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(世
界
遺

産
条
約
前
文
)。
し
か
し

一
方
で
、

一
部

の
評

価
基
準

(例
え
ば
表

1
の
C
㈲
、
C
㈹
、
お
よ
び
C
M
)
に
留
意

す
る
と
、
上
述
し
た
世

界
遺
産

の
理
念
に
は

一
般
的
理
解
と
は
異
な

る
側
面
が
包
含
さ
れ
て

い
る

こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
、
た
と
え
局
地
的
価
値

で
あ

っ
て

も
、
あ
る
物
件
を
世
界
遺
産
と
し
て
認
定
し

リ
ス
ト
登
録
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
り
、
価
値
の

「普
遍
性
」
は
事
後
的

・
自
動
的
に
付
与

さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
手
続
き
に
、
U
N
E

S
C
O
の
憲
章
理
念
を

反
映
し
た
世
界
遺
産
条
約
が
お
墨
付
き
を
与

え
る
と
い
う
格
好
に
あ

る
。

こ
の
点
に

「世
界
遺
産
を
め
ぐ
る

ユ
ネ

ス

コ
の
理
念

の
揺
ら

ぎ
」
が
見

て
取
れ
る
が
、
各
締
約
国
と
し
て
も
こ
の
揺
ら
ぎ
を
所
与

と
し
て
世
界
文
化
遺
産
政
策
を
展
開
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
世

界
遺
産
物
件

の
保
有
国
間
格
差
や
登
録
物
件

を
め
ぐ
る
不
均
衡
な

ど
、
各
種

「政
治
化

の
遺
産
」
が
顕
在
化
し

て
き
た
と

い
う
側
面

は

ハ　

　

否
め
な

い
。

こ
の

「政
治
化

の
遺
産
」
は
、
世
界
遺
産

の
登
録
決
定
プ

ロ
セ
ス

や
そ
れ
を
定
め
る
条
約
な
ど
世
界
遺
産
を
と
り
ま
く

シ
ス
テ
ム
自
体

に
由
来
す
る
側
面
と
、
前
述

の

「揺
ら
ぎ
」

を
巧
妙
に
活
用
す
る
各
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締
約
国
の
政
策
に
起
因
す
る
両
面
に
そ
の
原
因
を
求
め
ら
れ
よ
う
。

本
稿
で
扱
う
課
題
は
、
締
約
国
の
ひ
と

つ
で
あ
る
中
国
の
世
界
遺
産

ムめ
　

政
策
で
あ

る
が
、
対
内
的
意
図
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲

る
と
し
て
、

次
章

で
は
外
交
的
意
図
に
つ
い
て
検
証
を
試
み
る
。
中
国
政
治
を
と

り
ま
く
内

政
と
外
交

の
密
接
な
リ
ン
ケ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
周
知

の
通

り
で
あ
る
が
、
内
政
と
外
交
を
貫
く

「和
譜
」
理
念
が
同
国
の
世
界

遺
産
政
策

に
反
映
さ
れ

て
い
る
点
に

つ
い
て
精
査
し
た
研
究

は
な

い
。
以
下

で
は
、
中
国
に
お
け
る
世
界
遺
産
の
略
歴
と
概
説
を
端
緒

に
、
そ
の
国
連
外
交

の

一
環
と
し
て
の
世
界
遺
産
政
策
に

「和
譜
」

理
念
が
注

入
さ
れ
た
経
緯
と
、
そ
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
検
証
す
る
。

三

中
国
の
世
界
遺
産
-

概
況
と
政
策
1
1

ユ
ネ
ス

コ
脱
退
に
踏

み
切

っ
た
米
英
と
は
対
照
的
に
、
中
国
は

一

九
八
五
年

二

月
に
世
界
遺
産
条
約
を
批
准
す
る

(八
九
か
国
目
)
。

一
九
八
七
年
に
泰
山
、
万
里

の
長
城
な
ど
の
六
件
が
初
め
て
世
界
遺

産
に
承
認
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
今
日
で
は
三
五
件

の
世
界
遺
産

を
有
す
世
界
第
三
位
の

「世
界
遺
産
大
国
」
と
な

っ
た
。
地
理
的
分

布
に
つ
い
て
は
、
北
京
市
と
四
川
省
だ
け
で

=

件
を
占
め
、
西
部

大
開
発
が
展
開
さ
れ
る
西
北

・
南
西
地
域

(四
川
省
を
含
む
)
に
三

ム
め
　

分

の
一
以
上
が
偏
在
す

る
。
そ
の

一
方
で
、
全
体
の
三
分

の

一
に
あ

ムリ
　

た
る
省
、
市
、
区
に
は
世
界
遺
産
物
件
が
ひ
と
つ
も
存
在
し
な
い
。

さ
ら
に
、

そ
の
登
録
物
件
の
約
八
三
%
が
文
化
遺
産

で
あ
る
と
い
う

極
端
な
偏
重
が
み
ら
れ
る

(表
2
を
参
照
)
。
約
八
五
〇
件
あ
る
世

界
遺
産
全
体

で
も
文
化
遺
産
と
自
然
遺
産

の
比
率
は
お
よ
そ
四

ニ

ム
お
　

と
不
均
衡

で
あ
る
が
、
中
国
の
場
合
、
そ
の
比
率
は
七

二

と
突
出

し
て
お
り
、
格
差
も
縮
小
傾
向
に
あ
る
と
は
言

い
が
た
い
。
不
均
衡

は
、
登
録
申
請
が
過
熱
す
る

一
方

で
登
録
後

の
ず
さ
ん
な
保
護
管
理

ムロ
　

(「重
申
報
、
軽
管
理
」
)
に
つ
い
て
も
顕
著
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
近
年
で
は
中
国
政
府

に
、
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
る
自

然
遺
産
と
そ
の
保
全
に
配
慮
し
た
言
動
が
見
受
け
ら
れ
る
。
胡
錦
濤

国
家
主
席
は
、
二
〇
〇
四
年
六
月
に
蘇
州
で
開
催
さ
れ
た
第

二
八
回

世
界
遺
産
委
員
会

へ
の
祝
辞

で
、

「中
国
政

府
に
よ
る
世
界
遺
産
保

護
」
と

「人
と
自
然
と
の
調
和

の
と
れ
た
発
展
を
促
進
さ
せ
る
」
と

ハれ
　

の
姿
勢
を
示
し
た
。
過
去
に
は
、
自
然
遺
産

に
申
請
す
る
も
登
録
に

は
至
ら
な
か

っ
た
事
例
が
あ
る
。

一
九
八
七
年
、
中
国
は
初

の
世
界

遺
産
登
録
を
果
た
し
た

一
方
で
、
「葡
県
中

上
元
古
界
地
質
剖
面

の

国
家
重
点
自
然
保
護
区
」
に
つ
い
て
は
評
価
基
準
を
満
た
し
て
い
な

い
と
の
理
由
か
ら
、
登
録
不
可
と
診
断
さ
れ
た
。
同
様

に
、
二
国
間

外
交

の
舞
台

で
は
お
な
じ
み
の

「ジ
ャ
イ

ア

ン
ト
パ

ン
ダ

の
生
息

地
」

(臥
龍
、
王
朗
、
唐
家
河

の
自
然
保
護
区

)
が
、
管
理
計
画

の

不
備
か
ら
八
六
年
と
九
〇
年
の
二
度

に
わ
た

っ
て
審
議
延
期
と
な
っ

た
。
二
〇
〇
〇
年
、
臥
龍
地
区
を
筆
頭
に
申

請

へ
の
動
き
が
実
質
的

に
緒
に
つ
く
。
翌
〇

一
年
に
は

「四
川
の
ジ

ャ
イ
ア
ン
ト
パ

ン
ダ
保

護
区
」

へ
と
候
補
地
域
を
統
合
し
、
〇
六
年

に
結
実
す
る
ま
で
実
に

ム
　
　

二
〇
年
越
し
の
悲
願
で
あ
っ
た
。
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二
〇
〇
二
年

一
二
月
に
発
布
さ
れ
た

「中
国
世
界
遺
産
地
保
護
与

管
理
跨
世
紀
連
合
宣
言
」
で
は
、
「中
華
人
民
共
和
国
文
物
保
護

法
」
(以
下
、
文
物
保
護
法
)
が
国
内
関
連
法
規
の
筆
頭
に
掲
げ
ら

ム　
　

れ
、
世
界
遺
産
保
護
を
規
定
す
る
。
同
法
は

一
九
八
二
年
に
発
効
し

二
〇
〇
二
年

に
改
定
さ
れ
、
文
化
財
、
歴
史
的
建
築
物
お
よ
び
革
命

遺
跡
な
ど
文
物
保
護
単
位

の
認
定

・
保
護
、
違
反
者

へ
の
罰
則
に
関

ム
お
　

す
る
国
内

最
高
法
規
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
文
物
保
護
法
第

一
章
総

則
第

一
条

は
、
「文
化
財

に
対
す
る
保
護
を
強
化
し
、
中
華
民
族

の

優
秀
な
歴

史
的
文
化
遺
産
を
継
承
し
、
科
学
研
究
を
促
進
し
、
愛
国

主
義
お
よ
び
革
命
伝
統
教
育
を
推
進
し
、
社
会
主
義
精
神
文
明
お
よ

び
物
質
文

明
を
確
立

す
る
た
め
、
憲
法
に
基
づ
き
本
法
を
制
定
す

る
」
と
、

そ
の
目
的
を
示
す
。
ま
た
第

二
条

で
は
、

「歴
史
的

・
科

学
的
価
値
あ
る
古
跡
、
建
築
物
、
石
窟
寺
お
よ
び
石
刻
や
壁
画
」
と

並
ん
で
、

「重
大
な
歴
史
的
事
件
、
革
命
運
動
ま
た
は
著
名
人
物
と

関
連
す
る
、
あ
る
い
は
教
育
的
意
義
ま
た
は
史
料
価
値
の
あ
る
近
現

代

の
重
要
史
跡
や
代
表
建
築
物
」
を
、
国
家
に
よ
る
保
護
対
象
文
物

と
定
め
る
。

上
記
二
条
は
、
中
国

に
お
け
る
文
化
遺
産

の
性
格
を
如
実
に
示
し

て
い
る
。

つ
ま
り
、
文
物
保
護
法
を
頂
点
と
す
る
世
界
遺
産
関
連
法

規
は
、
中
国
政
府
の
民
族
統
治
機
能
の

一
部
を
世
界
遺
産
登
録
申
請

メ
カ

ニ
ズ

ム
に
付
託
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
古
代
以
来
の
多
種
多
様

な
い
わ
ゆ
る

「中
華
民
族
」

の
文
化
風
習
を
新
中
国
の
そ
れ

へ
と
帰

納
さ
せ
る
法
的
根
拠

で
も
あ
る
。
中
国
政
府
に
と

っ
て
文
化
遺
産

の

保
護
は
、
古
代
と
現
代
中
国
と

の
紐
帯
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
国
民

国
家
シ
ス
テ
ム
の
下
で
は
民
族
統
合
と
い
う
行
政
機
能
を
も
補
完
し

て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
、
中
国
を
含
む
世
界
遺
産
委
員
会
は
、
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
が
登
録
申
請
し
た

「高
句
麗

の
古
墳
群
」
を

審
議
延
期
に
付
し
た
上

で
、
翌
〇
四
年
に
中

国
に
よ
り
申
請
さ
れ
た

「古
代
高
句
麗
王
国
の
都
市
群
と
古
墳
群
」
を
個
別
物
件
と
し

て
登

録
承
認
し
た
。

こ
れ
に
前
後
し
て
、

「高
句
麗
文
化
は
中
華
文
化

の

ム
ふ
　

重
要
構
成
部
分
で
あ
る
」
と
の
言
説
が
繰
り
返
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う

に
、
主
権
国
家

に
よ
り
構

成

さ
れ
る
国
連

シ
ス
テ

ム
の

一
角
、

U
N
E
S
C
O
の
理
念
を
自
国
政
策

へ
と
接
収
す
る
こ
と
で
、
中
国

政
府
に
よ
る
国
内
各
民
族
統
治

の
正
統
性
は
、
国
際
的
適
正
を
付
与

さ
れ
る
。

辺
境
少
数
民
族

の
関
連
物
件
を
世
界
遺
産

登
録
し
た
事
例
は
、

こ

の
ほ
か
に

一
九
九
四
年
の

「ラ
サ
の
ポ
タ
ラ
宮
歴
史
的
遺
産
群
」
な

ど
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
れ
ら
を

「中
華
民
族
の
伝
統
文
化
」

へ
と

還
元
し
つ
つ
国
際
的
適
正
を
も
具
備
す
る
と

い
う
共
通
点
を
見
出
し

う
る
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
U
N
E
S
C
O
も
そ
の
保
護
に
注
力
す

る
無
形
文
化
遺
産

に
関
す
る
動
向
を
ふ
ま
え

る
と
、
高
句
麗
の
物
件

に
関
し
て
新
た
な
側
面
が
見
え
て
く
る
。
過
去
三
回
の

「人
類

の
口

承
及
び
無
形
遺
産

の
傑
作

の
宣
言
」
で
認
定

さ
れ
た
中
国

の
物
件

は
、
昆
劇

(
X
10
0

1
年
)、
古
琴

(七
弦

琴
)
演
奏
技

(
二
〇
〇

三
年
)、
新
彊
ウ
イ
グ
ル
の
ム
カ
ー
ム
芸
術

(二
〇
〇
五
年
)、
そ
し

て
オ
ル
テ
ィ
ン

・
ド
ー

"
伝
統
的
長
歌
民
謡

(
二
〇
〇
五
年
)
の
四
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表2中 国の世界遺産一覧(計35件)

件数 物 件 名 称 遺産分類 登録年

1 泰 山MountTaishan 複合遺産 1987

2 万里 の長 城TheGreatWall 文化遺産 1987

3

北 京 と藩 陽 の 明 ・清 朝 の 皇 宮 群

ImperialPalacesoftheMingandQngDynastiesinBeijingand

Shenyang

文化遺産 1987

4 莫高 窟M・ga・Caves 文化遺産 1987

5 秦 の始 皇 帝 陵MausoleumoftheFirstQnEmperor 文化遺産 1987

6 周 口店 の 北 京原 人 遺 跡PekingManSiteatZhoukoudian 文化遺産 1987

7 黄 山MountHuangshan 複合遺産 1990

8
九塞 溝 の 渓 谷 の景 観 と歴 史地 区

JiuzhaigouValleyScenicandHistoricInterestArea
自然遺産 1992

9
黄 龍 の景 観 と歴史 地 区

HuanglongScenicandHistoricInterestArea
自然遺産 1992

10
武 陵 源 の 自然 景観 と歴 史 地 区

WulingyuanScenicandHistoricInterestArea
自然遺産 1992

11
承 徳 の避 暑 山 荘 と外 八 廟

MountainResortanditsOutlyingTemples,Chengde
文化遺産 1994

12

曲 阜 の孔 子 邸 、 孔子 廟 と孔 子林

TempleandCemeteryofConfuciusandtheKongFamilyMansion

inQufu

文化遺産 1994

13
武 当 山 の古 代 建築 物 群

AncientBuildingComplexintheWudangMountains
文化遺産 1994

14
ラサ の ポ タ ラ宮歴 史的 遺 産 群

HistoricEnsembleofthePotalaPalace,Lhasa
文化遺産 1994

15 塵 山 国 立公 園LushanNationalPark 文化景観 1996

16

峨 眉 山 と楽 山 大 仏 の 景 観

MountEmeiScenicArea,includingLeshanGiantBuddhaScenic

Area

複合遺産 1996

17 麗 江 旧 市街OldTownofLijiang 文化遺産 1997
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件数 物 件 名 称 遺産分類 登録年

18 古 都 平 遥AncientCityofPingyao 文化遺産 1997

19 蘇 州 の古 典 園林ClassicalGardensofSuzhou 文化遺産 1997

20
北 京 の頭 和 園 と皇 帝 の庭 園

SummerPalace,anImperialGardeninBeijing
文化遺産 .・;

21
北 京 の 天 壇

TempleofHeaven:anImperialSacrificialAltarinBeijing
文化遺産 1998

22 武 夷 山M・untWuyi 複合遺産 1999

23 大 足 石 刻DazeRockCarvings 文化遺産 1999

24
青 城 山 と都 江堰 水 利(灌 概)施 設

MountQingchengandtheDujiangyanIrrigationSystem
文化遺産 2000

25
安 徽 省 南 部 の古 民 居 群一 西 逓 村 ・宏 村

AncientVillagesinSouthernAnhuiXidiandHongcun
文化遺産 2000

26 龍 門 石 窟LongmenGrottoes 文化遺産 2000

27
明 ・清 朝 の皇 帝 陵 墓 群

ImperialTombsoftheMingandQingDynasties
文化遺産 2000

28 雲 闘 石 窟YungangGrottoes 文化遺産 2001

29
雲 南 保 護地 域 の 三 江併 流 群

ThreePara皿elRiversofYunnanProtectedAreas
自然遺産 2003

30
古 代 高句 麗 王 国 の都 市 群 と古墳 群

CapitalCitiesandTombsoftheAncientKoguryoKingdom
文化遺産 2004

31
マ カ オ の 「ポル トガ ル と中 国 の東 西 建 築様 式 が 残 る景観 」

TheHistoricCentreofMacao
文化遺産 2005

32
四 川 の ジ ャイ ア ン トパ ンダ保 護 区

SichuanGiantPandaSanctuaries
自然遺産 2006

33 毅虚YinXu 文化遺産 2006

34 開平 醐 楼 と村 落TheKaipingDiaolouandVillages 文化遺産 2007

35 中 国南 方 カル ス トSouthChinaKarst 自然遺産 2007

出所:「 中 国聯 合 国 教 科 文 組織 全 国 委 員 会 」http:/!www.unesco.org.cn/お よび 「中華 人 民 共 和

国国 家 文物 局 」http:〃www.nach.govcn/
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件
で
あ

る
。
留
意
す
べ
き
は
、
〇
五
年
の
二
件
が
揃

っ
て
辺
境
少
数

民
族

の
伝

統
文
化
で
あ

っ
た
と

い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
政
策
趣
旨

の

転
換
が

み
ら
れ
た
同
時
期
、
〇
四
年
九
月
に

「和
譜
」
と
い
う
概
念

を
提
起

し
、
同
年

一
二
月
、
U
N
E
S
C
O
の

「無
形
文
化
遺
産
保

護
条
約

」
を
批
准
し
た

こ
と
は
、
中
国
政
府
が
辺
境
少
数
民
族
と

の

調
和
を
国
連
外
交

の

一
端

で
あ
る
世
界
遺
産
政
策

へ
移
植
し
よ
う
と

模
索
し

て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

無
論
、
中
華
民
族
の
独
自
性

・
局
地
的
価
値
は
、

一
面

で
は
多
民

族
国
家

な
ら
で
は
の
苦
悩

(不
安
定
な
統
治
な
ど
)
を
引
き
起

こ

す
。
同
時
に
他
方
で
は
、
「和
譜
」
理
論
を
創
出
し
う
る
だ
け
の
強

靭
な
多
様
性
を
内
包
す
る
。
詳
細
は
次
章
で
述
べ
る
が
、
国
内

の
権

力
委
譲

過
程
を
背
景
と

し
て

「和
譜
世
界
」

は
〇
五
年
に
提
起

さ

れ
、
「古
代
高
句
麗
王
国

の
都
市
群
と
古
墳
群
」
が
世
界
遺
産
登
録

を
果
た
す
。
ま
た
〇
六
年
第
三
〇
回
世
界
遺
産
委
員
会
で
唯

一
中
国

は
、
文
化

お
よ
び
自
然

の
両
分
野

で
の
遺
産
登
録
を
承
認
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ

は
、
独
自
性

・
局
地
的
価
値
を

「人
類
に
と

っ
て
顕
著
な

普
遍
的
価
値
」
と
し
て
、
中
国
が
世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
支
持
を
採

り
つ
け
た
結
果
で
あ

る
。
で
は
な
ぜ
そ
れ
が
可
能
で
あ
る
の
か
、
次

章
で
は

二
〇
〇
四
～
〇

五
年
に
見
ら
れ
た

「和
譜
」
を
め
ぐ
る
政
策

理
論

の

(対
内
的
か
ら
対
外
的

へ
の
)
展
開
に
関
し
て
精
査
す
る
。

四

中
国
の
世
界
遺
産
政
策
に
み
る

「和
詣
」
の
イ
ン
パ
ク
ト

中
国
を
め
ぐ

っ
て
は

一
九
九
〇
年
代
半
ば

以
降
、
軍
事
費

の
二
桁

成
長

お
よ
び

そ

の
不
透
明
性

に
対

す
る
警

戒
感
が
高
ま

っ
て
い

　お
　

る
が
、
そ
う
し
た
国
際
世
論
を
緩
和
す

べ
く
当

の
中
国
は
対
外
政
策

を
転
換
し
て
き
た
。
旧
聞
で
は
あ
る
が
、
そ

の
代
表
的
ス
ロ
ー
ガ
ン

と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の
が

「和
平
堀
起
」

と

「和
譜
世
界
」
で
あ

る
。
前
者
は
鄭
必
堅

(中
国
改
革
開
放
論
壇

理
事
長

・
元
中
共
中
央

党
校

の
常
務
副
校
長
)
に
よ
り
構
想
さ
れ
、

二
〇
〇
三
年

一
一
月
に

ボ
ア
オ

・
ア
ジ
ア

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
場
で
初

め
て
公
表
さ
れ
た
。
翌

一
二
月
、
こ
の
構
想
は

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
温
家
宝
講
話
や

毛
沢
東
生
誕

一
一
〇
周
年
記
念
座
談
会
に
お
け
る
胡
錦
濤
講
話

で
も

正
式

に
採
択

さ
れ
繰
り
返
さ
れ
た
が
、
ほ

ど
な
く
し
て
暫
時
的

に

ト
ー

ン
ダ
ウ

ン
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
〇
五
年

四
月
の
ボ

ア
オ

・
ア

ジ
ア

・
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
年
次
総
会
で
鄭
氏
に
よ
り
改
め
て
提
起
さ
れ

る
ま
で
の
空
白
期
間
と
こ
う
し
た
紆
余
曲
折

は
、
胡
錦
濤
政
権
が
な

お

「磐

石
の
態
勢
を
固
め
き

っ
た
と
は

い
え

な

い
」
実
情
を
露
呈

ム
お
　

し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
五
年

の
第
六
〇
回
国
連
総
会

に
お
い

て
胡
錦
濤
国
家
主
席
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
外
交
指
針

で
あ
る
。
国
連

外
交
の
表
舞
台
で
あ
る
総
会

で
、
し
か
も
各

国
政
府

の
対
内
外
認
識

」94



や
政
治
課
題
、
な
に
よ
り
政
策
趣
旨
を
国
際
社
会

ヘ
ア
ピ
ー
ル
す
る

施
政
方
針

演
説
と
し
て
の

一
般
演
説
に
盛
り
込
ま
れ
た
外
交
的
イ
ン

パ
ク
ト
は
小
さ
く
な

い
。

つ
ま
り
、
胡
錦
濤
が
党
総
書
記
、
国
家
主

席
、
党
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
、
な
ら
び

に
国
家
中
央
軍
事
委
員
会

主
席
に
選
出
さ
れ
、
名
実
共
に

「中
央
領
導
集
団

の
新
旧
交
替
が
順

調
に
完
了

し
」
た
〇
五
年
三
月
以
降
に
、
従
前
に
は
な
か

っ
た
新
た

な
外
交

レ
ジ
ー
ム
を
胡
温
体
制
と
し
て
提
唱
し
た
こ
と
は
、
国
際
社

会
に
向
け

た
江
沢
民
路
線
か
ら
の
離
脱
宣
言
で
あ

っ
た
。
い
わ
ゆ
る

「中
国
脅
威
論
」

へ
の
対
応
と

い
う
受
動
的
か

つ
外
向
的
要
請
か
ら

バリ
　

生
成

さ
れ
た

「和
平
堀
起
」
に
比
較
す
れ
ば
、
「和
譜
世
界
」

の
創

出
は
外
向
的
能
動
性
が
色
濃

い
と
同
時
に
、
〇
四
年
九
月
の
四
中
全

ムお
　

会

で
登
場

し
た

「和
譜
社
会
」
の
発
展
型

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
内

向
的
応
需

と
い
う
政
策
意
図
が
多
分
に
含
ま
れ
て
い
る
。

二
〇
〇

三
年
の
S
A
R
S

(重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
)
や
翌
〇

四
年
の
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
際
し
て
情
報
公
開
を
め
ぐ
る
不
透
明

性
を
取

り
ざ
た
さ
れ
た
こ
と
で
、
対
症
療
法
的
に

「和
平
堀
起
」
を

提
起
せ
ざ

る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
も
伏
線
と
な
り
、
李
智
や

李
傑
な
ど
に
よ
る

い
わ
ゆ
る

「ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
(軟
実
力

・
軟
力

量
)
を
基

軸
と
す
る
外
交
論
が
、
近
年
盛
ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に

ハ
お
　

な

っ
た
。

そ
こ
に
伝
統
的

「和
」
文
化
が
基
調
を
な
す

「和
譜
」
思

想
を
復
古

的
に
引
用
す
る
こ
と
で
、
政
権

へ
の
求
心
力
増
強
、
ひ
い

て
は
独

裁
体
制
維
持
を
図

っ
た
。
北
京
大
学
哲
学
系
教
授
の
郭
建
寧

は
、
五
千
年

の
中
華
文
明
史
を
貫
く

「和
」
文
化

の
機
能
と
し
て
社

会

の
安
定
と
民
族
凝
集
力
の
向
上
を
挙
げ
、

「和
譜
」
を
中
国
文
化

ハの
　

の
価
値
目
標
と
す
べ
き
と
強
調
す
る
。
ま
た
、
「中
国

の
特
色
あ
る

社
会
主
義
文
化
」
が
中
国
共
産
党
と
国
家
に
と

っ
て
の
大
局
的
な
外

交
課
題

で
あ
る
と

い
う
孫
家
正
国
務
院
文

化
部
長

の
主
張
を
ふ
ま

ム　
　

え
て
、
孟
暁
駆
文
化
部
副
部
長

は
、
綿
上
添
花
や
雪
中
送
炭
と

い
っ

ムお
　

た
文
化
外
交
が
内
包
す
る
作
用
を
重
視
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
文
化
部

と
外
交
部
と
の
間
で
文
化
外
交

に
関
す
る
政
策
決
定

の
協
調
体
制
が

ムお
　

構
築
さ
れ

つ
つ
あ
る
。

こ
の
流

れ
は
、
「和
譜
世
界
」
登
場
直
後

の
二
〇
〇
五
年

一
〇

月
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ジ

ョ
ン

・
F

・
ケ
ネ
デ

ィ
芸
術

セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た

「中
国
文
化
節
」

で
高
潮
を
迎
え

る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
ア

リ
シ
ア

・
ア
ダ
ム
ズ
副
理
事
長
が

「米
国
史
上
最
大
規
模
の
中
国
文

化
イ
ベ
ン
ト
」
と
評
す
と
お
り
、
中
国
政
府

の
肝

い
り
の
文
化
外
交

ム
　
　

は

一
定
の
成
果
を
収
め
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
六
年

に
は

「中
国
文
化

遺
産
の
日
」
制
定
や

「全
国
重
点
文
物
保
護
単
位
」

「中
国
非
物
質

(無
形
)
文
化
遺
産
リ

ス
ト
」

お
よ
び
同
遺

産
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
選
定

な
ど
、
内
外
に
対
す
る
文
化
政
策
は

一
層
推

し
進
め
ら
れ
た
が
、
そ

ムお
　

の
随
所
に

「和
譜
」
理
論
が
織
り
込
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
戦

略
的
オ
プ
シ

ョ
ン
を
反
映
し
た
世
界
遺
産
政
策
は
、
国
内
諸
民
族
を

「中
華
民
族
」

へ
と
統
合
し
そ
の
既
成
事
実
化
を
意
図
し
、
対
外
的

に
は

「世
界
遺
産
を
め
ぐ
る
ユ
ネ
ス
コ
の
理
念

の
揺
ら
ぎ
」
を
活
用

し
主
権
国
家
か
ら
な
る
国
連
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る

「中
国
」
の
地
位

ハが
　

の
安
定
化
を
図

っ
た
従
前

の
そ
れ
と
は

一
線

を
画
す
。

中国のユネスコ世界遺産政策i95



つ
ま
り
、

二
〇
〇
四
～
〇
五
年
を
転
換
期
と
し
て
、
中
国
の
全
党

ム　
　

全
民
族

の

「共
通

の
願
望
」
を
体
現
す
る

「和
譜
」
理
論
は
、
中
国

の
世
界
遺
産
政
策
に
と
ど
ま
ら
ず
国
連
外
交
全
般
に
お
い
て
、
多
様

性
に
寛

容
で
融
和
的
な
同
国
の
姿
勢
を
国
際
的
に
顕
示
す
る
布
石
と

な

っ
た
。
さ
ら
に
、
全
方
位
志
向
を
基
盤
と
す
る
該
理
論
は
、
対
内

政
策
か
ら
外
交
政
策

へ
の
応
用
に
も
耐
え
う
る
強
靭
性
を
具
備
す
る

た
め
、

「和
譜
世
界
」
に
お
い
て
は

「中
華
民
族
の
伝
統
文
化
」
と

い
う
柔

軟
な
枠
組

み
を
も

っ
て
世
界
遺
産

の
代
表
性

に
も
準
拠
す

る
。
中

国
共
産
党

の
指
導

の
下
、
社
会
、
経
済
、
政
治
、
文
化
の
四

分
野
を

「四
位

一
体
」
と
し
て
総
合
的
、
調
和
的
に
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
す
該
理
論

は
、

(可
視
的
、
不
可
視
的
の
い
か
ん
を
問
わ

ず
)
文
化
遺
産
と

い
う
具
体
的
物
件
を
対
象

・
範
疇

に
収
め
る
世
界

遺
産
政
策

に
対
し
て
は
、

一
定
程
度
奏
功
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
る
。

ま
た
単
舞
翔
国
家
文
物
局
長
は
、
二
〇
〇
六
年

一
二
月
の
全

国
世
界
文
化
遺
産
工
作
会
議

に
お
け
る
講
演

「加
強
世
界
遺
産
保
護

ー

造
福
人
類
和
譜
社
会
」
の
な
か
で
、
科
学
的
発
展
観
を
基
調
と

す
る

「和
譜
」
理
念
が
世
界
遺
産
を
管
理
す
る
上

で
不
可
欠
と
の
公

　
　
　

式
見
解

を
表
明
し
た
。

二
〇
〇
七
～
〇
九
年
、
中
国
は
世
界
遺
産
委
員
会

の

一
員
と
し
て

こ
う
し

た
世
界
遺
産
政
策
を

一
層
推
進
し
て
お
り
、
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク

を
目
前
に
控
え
国
際
協
調
を
重
視
す
る
、

つ
ま
り

「和
譜
世

界
」

の

一
員
と
し
て
責
任
あ
る
大
国
た
る
地
位
を
模
索
す
る
最
中
に

あ

っ
て
、
近
い
未
来
、
大
き
な
政
策
転
換

の
予
兆
は
見
受
け
ら
れ
な

い
。
た
だ
し
、
中
国

一
国
が
主
張
す
る

「和
譜
世
界
」
理
論
は
、
諸

外
国
に
と
っ
て
の

「調
和

の
取
れ
た
世
界
」
を
構
築
し
う
る
処
方
箋

で
な
く
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
他
国
に
と

っ
て
も
同

一
の
意
義
を
有

す
こ
と
も
な
い
。
奇
し
く
も
こ
こ
に
、
最
上
が
グ

ロ
ー
バ
ル

・
ア
ク

タ
ー
で
あ
る

ユ
ネ
ス

コ
の
政
治
化

に
つ
い
て
指
摘
し
た

「相
対
性
」

ム
　
　

や
主
観
性
、
お
よ
び

「普
遍
性
」
と
同

一
の
構
図
が
描
か
れ
よ
う
。

世
界
遺
産
政
策
が

ユ
ネ

ス
コ
外
交

の

一
環

で
あ
る
限
り
、
中
国
は

「和
譜
」
理
論
に
よ

っ
て
相
対
的
利
益
を
見
出
し
う
る
。
し
か
し
国

連
政
策
な
ら
び
に
外
交
全
般
を
視
野
に
入
れ
た
議
論
と
な
る
と
、
該

理
論

に
よ
っ
て
他
国
と
の
間
に
絶
対
的
な
共
通
利
益
を
享
受
し
う
る

か
と
い
う
検
証
か
ら
論
を
起
こ
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
期
待

で
き

な
い
。

注〈1
>

「文
化
遺
産
や
自
然
遺
産
を
て
こ
に
観
光
客
を
誘
致
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。
(中
略
)
世
界
文
化
遺
産

に
登
録
さ
れ
る
こ
と

は
、
単
に
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
ュ
が
上
が
る
だ
け
で
な
く
、
実
質
的
に
プ

ラ
ス
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」。
松
浦
晃

一
郎

『
ユ
ネ
ス
コ
事
務

局
長
奮
闘
記
』
講
談
社
、
二
〇
〇
四
年
、
二
〇
五
頁
。

ま
た
、
文
化
遺
産
を
審
査
す
る
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議

(I
C
O

M
O
S
)
の
国
内
委
員
会
理
事
を
務
め
る
東
京
文
化
財
研
究
所
国
際

文
化
財
保
存
修
復
協
力
セ
ン
タ
ー
の
稲
葉
信
子
企
画
情
報
研
究
室
長

は
、
「世
界
遺
産
人
気
の
高
ま
り
と
と
も
に
観
光
面
の
み
が
強
調
さ

t96



れ

、

リ

ス
ト
が
ま

る
で
人
気

ラ

ン
キ

ン
グ

の
よ
う

に
な

っ
て
し

ま

っ

た

。
観

光
資

源

に
な

る

こ
と

自

体

は
構
わ

な

い
が
、

ホ

テ
ル
な

ど
大

資
本

の
流

入
が
、
遺
産

を
支

え

る
べ
き
地

元

の

コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
を
破

壊

す

る
よ

う
な

こ
と

は
避

け

ね
ば
な

ら
な

い
」

と
危
惧

す

る
。
和

歌

3

社

会

経

済

研

究

所

h
ttp
://w
w
w
w
sk
.o
r
jp
/w
o
rk
/d
/ta
n
i/0
4
.h
tm
1

(
二
〇

〇
五

年
六
月

二

二
日
)
。

〈
2
>

例

え
ば

、
波
多

野
敬

雄

「日
本

よ
、

国
連

幻
想

か

ら
目
覚

め

て

く

れ
」

『
諸

君
』

二
〇

〇

三
年

五

月
号

、
九

六

頁
、

白

石
隆

「国

連

安

保

理

の
危

機

の
真
相

」

『
中

央

公

論

』

二
〇

〇

三
年

五
月

号
、

三

四
頁

、
最

上
敏
樹

「国
連

の
再

生

平
和

解
体

を
停

止
す

る
た

め

に

1

岐
路
に
立
つ
世
界
と
国
連
を
考
え
る
」
『世
界
』
二
〇
〇
四
年

四
月

号
、

八
六
頁

、
古
森

義

久

『
国

連

幻
想
』

産
経

新
聞

社
、

二
〇

〇

四
年

、
三
七

-
四
〇

、

一
五

四
-

一
六

〇
頁

な

ど
。

〈
3
>

「
政

治

化

」

は

「
東

西

陣

営

の
冷

戦

構

造

が

」

国

連

機

関

に

「持

ち

込

ま
れ

た

こ
と

が
原

因

で
あ

る
」

と
、

政
治

力

学

の
本
来

的

外

在

性

を
主

張

す

る
も

の
と

し

て
、

例

え

ば

滝

澤
美

佐

子

「第

八

章

社

会

・
文
化

・
教

育
分

野

」
横

田

洋

三
編

著

『
新

版

国
際

機

構
論

』

国
際
書
院

、

二
〇
〇

一
年
、

三
九

一
ー

四

一
二
頁

、
滝

澤
美

佐

子

「第

八
章

社
会

・
保

健

分

野

」

お

よ
び

阿
曽

村

智

子

「第

九

章

学

術

・
文

化

お

よ

び

教

育

」

横

田
洋

三
編

著

『
新

国

際

機

構

論

』

国
際
書
院

、

二
〇

〇

五
年

、

三
八

七

-
四

三
〇
頁
。

ま

た

、
明

石
康

『
国

際
連

合

軌

跡

と

展
望

』

岩
波

書
店

、

二
〇

〇
六

年
、

一
四

一
-

一
六

二

頁
、

八
森

充
訳

『国

際
連

合

の
基

礎

知

識

』

世

界

の
動

き
社

、

二
〇

〇

五

年

、

三

ニ

ー

三

四
、
六

三
-

九

八
、

一
九

九

⊥

二
六
五
頁

な

ど

で
は
、

崇
高

な

理
念

の
下
、

国
連

シ

ス
テ

ム

の
普

遍
性

、
公
平

性

や
グ

ロ
ー

バ

ル
な
プ

レ
ゼ

ン
ス
と

い
う

優

位
性

を
発

揮

し
遂
行

さ
れ

た
国
連

諸
活

動

の
包

括
的

任
務

を
概

説

す

る
。

〈
4
>

米

国
務

省

が
挙
げ

た
脱

退
理
由

は

「政

治
化

」

と

い
う
曖
昧

な

も

の
で
、
不

十
分

な
根
拠

に
基

づ

き
批

判

の
標
的

と

さ
れ

た

ソ
連
や

U

N
E

S
C

O
批

判

の
理
由

に
挙
げ

ら
れ

た
当

の

イ

ス
ラ

エ
ル
が
脱

退

す

る

こ
と

は
な
か

っ
た
。

最
上

敏
樹

は
、

米

国

が
、

そ

の

ヘ
ゲ

モ

ニ
ー

の
低
減

(
「
ヘ
ゲ

モ

ニ
ー
な

き
秩

序

」

の
萌

芽

)

を
危

惧

し
た

こ
と

が
批

判

の
根

底

に
あ

る
と
指

摘

す

る
。

最

上
敏

樹

『
ユ
ネ

ス

コ

の
危

機

と
世
界
秩

序

』
東
研

出
版

、

一
九

八
七

年

、

一
四

一
ー

一
八

〇
頁

。

〈
5
>

佐
藤

幸

男
編
著

『
国
連

専

門
機
関

の

「政

治
化

」

と
第

三
世

界

の
態
様

』
人

間

の
科

学
社

、
一
九

八

二
年

、
最

上

、
前

掲
書

、
Ω

。器

W

e
lls
,
U
n
ited
N
a
tion
s,
U
n
esco
a
n
d
th
e
P
olitics
of
K
n
o
w
le
dg
e,

P
alg
r
av
e
M

ac
m
ill
a
n
,
1
9
°。
刈
、

河
辺

一
郎

「国

連

改

革

の
意

味

す

る

も

の
」

『軍

縮

問
題

資
料

』

一
九
九

四
年

三
月

号

、
宇

都

宮

軍
縮

研

究
室

、
S
a
g
a
rik
a
D
u
tt
,
T
h
e
P
oliticiz
a
tio
n
of
th
e
U
n
ited
N
a
tio
n
s
Sp
e-

cia
liz
ed
A
g
en
cies:A

C
ase
S
tudy
of
U
N
E
S
C
O
,
E
d
w
in
M

ell
en
P
re
ss,

這
ゆ
い
、

野

口
昇

『
ユ
ネ

ス

コ
五
〇

年

の
歩

み
と
展

望

』

シ

ン
グ

ル

・

カ

ッ
ト
社
、

一
九

九
六

年
、

河
辺

一
郎

「人

間

の
安

全
保

障

の
背
景

-

経
済
社
会
問
題
の
政
治
性
卜
『軍
縮
問
題
資
料
』

一
九
九
八
年

四
月

号

、
河

辺

一
郎

「
ユ
ネ

ス

コ
改

革

と

は
何

か

」

『
軍
縮

問
題

資

料
』
二
〇
〇
〇
年

一
月
号
、
河
辺

一
郎

「無
力
化
さ
れ
る
国
連
ー

米

国

は

国
際
機

関

を
ど

の
よ
う

に
利

用

し

て
き
た

か
」

『
℃
塵

≦
豊

第

=

二
号
、

二
〇

〇

一
年
、

S
a
g
a
rik
a
D
u
tt
,
U
N
E
S
C
O
a
n
d
a
J
ust
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W
o
r
ld
O
rd
er
,
N

o
v
a
S
c
i
e
n
c
e
P
u
b
.
I
n
c
.,
2
0
0
2
、

河

辺

一
郎

「
国

連

化

と
非
国
連
化
の
相
克
ー

経
済
問
題
を
中
心
に
み
た
国
際
機
関
の
政

治
性

」
佐
藤

元
彦
編

著

『貧

困
緩

和

・
解
消

の
国
際
政

治
経

済

学
』

築
地
書
館

、

二
〇

〇

五
年

、
松
浦

晃

一
郎

『
ユ
ネ

ス

コ
事
務

局

長
奮

闘
記
』
講

談
社

、

二
〇

〇

四
年

な
ど

。

〈
6
>

最

上
、
前

掲
書

、

九
九

ー

一
〇

〇
頁
。

〈
7
>

文

化

遺
産

と
自

然
遺

産

の
保

全

を

一
本

化

す

る

と

い
う

考

え

は
、

一
九

七

二
年

に

ス
ト

ッ
ク

ホ

ル
ム

で
開

催

さ
れ

た

「国

連
人

間

環
境

会

議

」

で
結

実

す

る
。

当

時

U

N
E

S
C
O

の
専

門

家

た

ち

は
、
文
化

財

の
国
際

的

保
護

に
関

す

る
条
約

の
草

案
を
提

案

し

て

お

り
、

I
U
C

N

の
専

門

家

た
ち

も
自
然

環
境

の
保

護
条
約

の
原
案

づ

く

り
を

し

て

い
た

。

両

条

約
草

案

の
統

合

改

善

の
任

に
あ

た

っ
た

U
N

E
S
C

O
と

国
連

人
間

環
境

会
議

委

員
会

は
協
議

を
重

ね
、

世

界
遺
産
条

約

の
骨

子

が
ま

と
め

ら
れ

た
。
従

来
相

反
す

る
と
考

え
ら

れ

て
き
た

「文
化

」

と

「自

然
」

に
は
密
接

な
関

係

が
あ
り

、
と

も

に
人
類
全
体

の
宝

物

と
し

て
損
傷

、
破

損
等

の
脅

威
か

ら
保
護

し
、

関

係
機
関

が
協
力

し

て
調
査

・
保

全

す

べ
き
と

の
考
え

は

こ

こ
に
具

現

化
す

る
。

世
界

遺

産

条
約

の
締

約

国
数

は
、

二
〇
〇
七

年
九

月

現

在

、

一
八

四
か
国

。

日
本

も

一
九

九

二
年

に

=

一五
番

目

の
締

約

国

と

な

っ
た
。

〈
8
)

D
e
cisio
n
6
E
X
'I:C
O
M

5
.1

「世

界
遺

産
条

約
を
履

行

す

る
た

め

の
作

業
指

針
」
。

〈
9
>

「世

界
遺
産

条

約

を
履

行

す

る

た

め

の
作

業
指

針

」
七

七

パ

ラ

グ

ラ

フ
。

一
九

七

七

年

の
第

一
回

世
界

遺
産

委
員
会

に
て
初

め

て
示

さ

れ

て
以
降

、
数

年

ご
と

の

「作

業
指

針
」

改
定

に
伴

い
す

べ

て

の

評
価

基
準

が
更

新

さ
れ

る
も
、

そ

の
文

意

に
相
違

は
見
ら
れ

ぬ
程
度

で
あ

る
。

〈
10
>

「世

界
遺

産

条

約
」

に
基

づ

い
て
設

立

さ

れ

る

「世

界

の
文
化

遺
産

及

び
自

然
遺

産

の
保
護

の
た

め

の
政

府

間
委

員

会
」
。

同

条
約

締
約

国

の
な

か
か
ら

二

一
か
国

が
選

出

さ
れ
構

成

さ

れ
る
。
基

本
的

に
毎
年

一
回
委

員
会

を
開
催

し

、
世

界
遺

産

リ

ス
ト

に
新

規
登

録

す

る
物
件

の
審

議

や
危
機

に
さ
ら

さ
れ

て

い
る
世

界
遺

産

リ

ス
ト

の
作

成

な

ど
を
行

う

ほ
か
、

現
在

世

界
遺
産

リ

ス
ト

に
登
録

さ
れ

て

い
る

物

件

の
保

存

状
況

の
審

議

や

世

界
遺

産

基

金

の
用

途

の
審

議

を
行

う
。
任

期

は
六
年

、

二
年
ご

と

に
三
分

の

一
が
改
選

さ
れ

る
。

(
　
)

M
I
S
C
/2
0
0
3
/C
L
T
/C
H
/
14
.

〈
12
>

「世

界
遺

産
条

約

を
履

行

す

る

た

め

の
作
業

指

針

」

四
九

-
五

三
パ

ラ
グ

ラ

フ
。

〈
13
>

U
N

E
S
C

O

の
理
念

に

つ
い
て

は
、

ジ

ュ
リ

ア
ン

・
ハ
ッ
ク

ス

ル
レ
ー
著

、
上

田
康

一
訳

、

ユ
ネ

ス

コ
叢

書
刊

行
会

『
ユ
ネ

ス

コ

の
目
的

と
哲

学
』

日
本
教

文
社

、

一
九

四
七

年

を
参

照
。

〈
14
>

二
〇
〇

四
年

に
蘇
州

で
開

催

さ

れ
た
世

界
遺

産
委

員
会

は
、

セ

ン
ト

ル

シ
ア
に
と

っ
て
初

と

な

る
ピ
ト

ン
ズ

火

山
群

の
登
録

を
承

認

し
た
が

、

そ
れ
は
局

地
的

価
値

と

し
た

諮
問

機
関

に
よ
る
否
定

的

な

調
査

審
査

結
果

を
覆

し

て

の
登

録
決

定

で
あ

っ
た
。

つ
ま
り

、
不

均

衡

是

正

へ
の
要

求

か

ら
遺

産

未

保

有

国

の
物

件

を
登

録

す

る

こ
と

が
、
協
議

過
程

を
通

じ

て
暗

に
奨
励

さ

れ
た

結
果

で
あ

っ
た

。
七

海

由

美
子

「世

界
遺

産

の
代
表

性

」

『外

務

省

調

査

月
報

』

二
〇

〇

六

/

恥
1
、

四
頁

。

〈
15
>

拙
稿

「世

界
文
化

遺
産

を

め
ぐ

る

U
N

E

S
C
O

の
理
念

と

登

198



録
申
請
国
の
政
策
意
図
-

中
国
を
事
例
と
し
て
」
『若
手
研
究
者

研

究

成

果
報

告

論

集

』

恥

1

、
愛

知

大

学

国

際
中

国
学

研

究

セ

ン

タ
ー
、

二
〇

〇
六

年
、

一
-
六
頁

を
参

照

さ
れ

た

い
。

〈
16
>

羅

佳

明

『
中

国
世

界

遺

産

管

理

体

系

研
究

』

復

旦

大

学

出

版

社

、

二
〇
〇

四
年

、

一
四
八

頁

を
参
考

に
、

直
近

の
デ

ー
タ

に
基

づ

き
算
出

し
直

し

た
。

〈
17
>

胡

長
書

・
張

侃
主

編

『
中

国
世

界
遺
産

』
華
南

理

工
大

学
出

版

社
、

二
〇
〇

四
年

、

二
〇

頁

。

〈
18
>

文

化
遺

産

を
管
轄

対

象

と

す

る
I
C

O
M

O
S
も

、
環
境

問

題

と

の
関

連

か
ら
格

差

是
正

へ
向

け
た
議

論

を
重

ね

て
い
る
。

第

一
五

回

I
C

O
M

O
S
総
会

決

議

三

三

で
は
、
文

化
遺
産

保
護

プ

ロ
ジ

ェ

ク

ト
は
環
境

イ

ン
パ
ク

ト

・
ア
セ

ス
メ

ン
ト
を
包
括

す

べ
き

と

し
、

ま

た
同
決
議

三
五

は
、
近

年

の
自

然

災
害

と
人
類

の
諸

活
動

と

の
因

果
関

係

に
言
及

し
、

そ

れ

へ
の
配

慮

を
強
調

し

た
。

そ

の
総

括

と
し

て

「西
安
宣

言

」

が
採
択

さ
れ

た
。

〈
19
>

一
九

九

九
年

の
第

二
三

回
世

界

遺
産

委

員
会

で

は
、

「
二
〇

〇

一
年

以
降

、
各

国

は
毎
年

一
件

し
か
推

薦

し

て
は
な

ら
ず
」
、

「各

年

に
登
録

さ
れ

る
遺
産

総
数

は
三
〇

以

下

に
と
ど

め

る
」

こ
と
が
議

決

さ

れ
.;;

(W

H
C
-
9
9
/C
O
N
F
.2
0
9
/
8
)
°

二
〇

〇

四
年

、

第

二
八

回

世

界
遺

産

委
員

会

で
は
、

「
二
〇

〇

六
年

以
降

に

つ
い
て

は
毎

年

二

件

ま

で
推

薦

可

能

だ

が

、

う

ち

一
件

は
自

然

遺

産

で

あ

る

こ
と

」

(キ

ャ

ン
ベ
ラ
決
議

)

が
採
択

さ

れ

た
。

〈
20
>

『人

民

日
報
』

二
〇

〇

四
年

六

月

二
九

日
、

第

一
面

。

ま

た
陳
至

立
国
務

委

員

は
、

同
開

会
式

で

「自

然
遺

産

の
保

護

を

よ
り
厚

く
す

る

こ
と

は
人
類

の
任

務

で
あ

り
、
歴

史

に
対

し

て
私

た

ち
が
担

う
崇
高

な
責

務

で
あ

る
と

同
時

に
、

世
界

文

明

の
存

続

と
持

続

可

能

な

発
展

に
と

っ
て
も

必
然

的

要

求

で
あ

る

」

と
述

べ

て

い

る
。

「人

民
網

」

二
〇

〇

四
年

六

月

二
八

日
。

さ

ら

に

二
〇
〇

六

年

二
月

二
三

日
付

で
は
、

国
家
建

設

部

に
よ

り
初

の

「中

国

国
家
自

然

遺

産

お
よ
び

国
家
自

然
文

化
複

合

遺
産

予
備

リ

ス
ト

」
が

発
表

さ
れ

た
。
中

国

U
N

E
S

C
O
委

員
会

ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト

「中

国

世
界
遺

産

網

」
h
tt
p
:/
/w
w
w
c
n
w
h
.o
rg
/
n
ew
s/
n
e
w
s.a
sp
?n
ew
s=
9
4
7
(
二
〇

〇
六

年

八

月

一
〇
日
)
。

〈
21
>

『
人
民

日
報
』

二
〇
〇
六

年

七

月

=

二
日
、

第

=

面

。

〈
22
>

直

近

の
関
連

法

は
、

二
〇

〇
六
年

=

月

に
文

化
部

部
務

会

に

よ

り
議
決

さ
れ

た

「
世
界

文

化
遺

産

保

護
管

理

弁

法

」

(中

華

人
民

共
和

国
令
第

四

一
号

)

で
あ

る
。

〈
23
>

二
〇

〇

二
年

一
〇

月
、

第
九

回
全
国

人

民
代
表

大
会

常
務

委
員

会
第

=

二
回
会
議

に
よ
り
議

決

。

〈
24
>

魏
存
成

「第

三
章

文

化
遺

産

第

三
節

古
遺

趾

」
胡

長
書

・

張
侃

主
編

、
前
掲

書
、
一
〇
九

頁

、
国

家
文

物
局

ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト

「中

国

的

世

界
遺

産

」
h
ttp
://w
w
w
n
ac
h
.g
o
v
c
n
/p
u
b
li
sh
c
e
n
ter/sa
ch
/d
tb
f/

z
h
u
a
n
ti/sh
jy
c
h
/d
e
fa
u
lt.h
tm

(
二
〇

〇

五

年

一
〇

月

一
二

日

)

な

ど
。

〈
25
>

例

え
ば
、

平
松

茂
雄

『軍

事

大
国

化
す

る
中

国

の
脅
威

』
時

事

通
信

社

、

一
九

九
五

年
。

ま

た
政

界

に

お

い
て
も
、
麻

生
太

郎
外

相

(
二
〇

〇
五

年

一
二
月

二
二
日

記

者
会

見

)

や
前

原

誠

司
民

主
党

代

表

(〇

五
年

一
二
月

八

日
米

戦
略

国
際

問
題

研
究

所

で
の
講

演

)

が

「中

国

脅
威

論

」

を
公

言

し

た

ほ
か

、

照
屋

寛
徳

衆

議
院

議

員

が
提

出

し

た
質

問
第

七

号

「中

国
脅

威

論

に
関

す

る
質

問
主

意
書

」

(平

中国のユネスコ世界遺産政策X99



成

一
八
年

一
月
二
一二
日
提
出
)
に
対
し
、
小
泉
純

一
郎
内
閣
総
理
大

臣
が
内
閣
衆
質

一
六
四
第
七
号

「衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
中

国
脅
威
論
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
を
も
っ
て
応
じ
る
な

ど
、
近
年
、
議
論
は
な
お
活
発
で
あ
る
。

〈26
>

二
〇
〇
二
年

一
一
月
の
中
国
共
産
党
第

一
六
回
全
国
代
表
大
会

(
一
六
全
会
)
を
機
に
、
江
沢
民
は
党
総
書
記
を
辞
し
、
胡
錦
濤
が

選
出

さ
れ
た
。
大
会
閉
会
に
際
し
て
江
沢
民
は
、
「
こ
れ
を
も
っ

て
、
中
央
領
導
集
団
の

『新
旧
交
替
が
順
調
に
完
了
し
た
』
と
語
っ

た
」
。
「し
か
し
完
全
な

『完
了
』
に
は
、
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
待

た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」。
な
ぜ
な
ら
、
江
沢
民
に
代
わ

っ
て

胡
錦
濤
は
、

一
六
全
会
で
党
総
書
記
、
〇
三
年
三
月
の
第

一
〇
期
全

人
代
第

一
回
会
議
で
国
家
主
席
、
〇
四
年
九
月
の
第

一
六
期
四
中
全

会
で
党
中
央
軍
事
委
員
会
主
席
に
選
出
さ
れ
た
が
、
〇
五
年
三
月
の

第

一
〇
期
全
人
代
第
三
回
会
議
に
お
い
て
国
家
中
央
軍
事
委
員
会
主

席
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
で
、
両
氏
の

「二
重
権
力
構
造
」
が
形
式
の

上

で
も
解
消
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。
小
島
朋
之

『
堀
起
す
る
中
国

ー

日
本
は
ど
う
中
国
と
向
き
合
う
の
か
?
』
芦
書
房
、
二
〇
〇
五

年

、

一
〇

ー

=

頁

。

〈
27

>

こ

の

時

期

、

鄭

必

堅

は

「責

任

あ

る
大

国

」

た

る

中

国

像

を

国

際

社

会

へ
向

け

て

解

説

し

N

い

る
°

Z
h
e
n
g
B
ijia
n
,
"P
e
ac
efu
ll
y

R
isin
g
"
to
G
re
a
t-P
o
w
e
r
S
ta
tu
s,
F
oreig
n
1lff
a
irs,V
o
lu
m
e
8
4
N
o
.
5
,

S
e
p
te
m
b
er/O
c
to
b
e
r
2
0
0
5
,p
p
.
1
8
-
2
4
.

〈
28

>

一
六

全

会

の

席

上

、

江

沢

民

は

最

後

の
報

告

の
中

で

「和

譜

」

に

つ

い

て
初

め

て

言

及

し

た

。

そ

の
後

、

「
和

譜

社

会

」

の

構

築

を

初

め

て

完

全

な

形

で

提

起

し

た

の

は

、

二
〇

〇

四

年

九

月

開

催

の
党

一
六

期

四

中

全

会

で
採

択

さ

れ

た

「党

の

執

権

能

力

の
建

設

強

化

に

関

す

る
中

共

中

央

の
決

定

」

と

さ

れ

る

。

〈
29

>

一
九

九

〇

年

に

ジ

ョ
セ

ブ

・
ナ

イ

に

よ

り
提

唱

さ

れ

た

ソ

フ
ト

パ

ワ
ー

と

い

う

概

念

は

、

誤

認

を

含

め

て
幅

広

く

受

容

さ

れ

た

が

、

近

年

に

お

け

る

「濫

用

」
を

整

理

す

べ

く

、

同

氏

は

改

め

て
関

連

著

書

を

記

し

N

い

る

°
J
o
s
ep
h
S
.N
y
e,J
r.,B
ou
n
d
to
L
ea
d
.・
T
h
e
C
h
a
ng
in
g

N
a
tu
re
of
A
m
erica
n
P
ow
er,
B
a
sic
B
o
o
k
s,
1
9
9
0
;
Jo
sep
h
S
.
N
y
e
,Jr.,

S
of
t
P
ow
er.・
T
h
e
M

ea
n
s
to
S
u
ccess
in

W
orld
P
olitics,
P
u
b
li
c
A
ffairs,

2
0
0
4
;
J
o
se
p
h

S
.
N
y
e
,
J
r.,
P
ow
er
in
th
e
G
lo
b
a
l
Inf
o
rm
a
tio
n
14g
e:

F
rom

R
ea
lism

to
G
lob
a
liz
a
tion
,
R
o
u
tle
d
g
e
,
2
0
0
4
.

し

か

し

こ

れ

ら

は

、

米

国

に

よ

る

テ

ロ

と

の
戦

い

(
ア

フ

ガ

ニ

ス

タ

ン
侵

攻

や

イ

ラ

ク

戦

争

な

ど

)

の
泥

沼

化

に
伴

い
、

対

中

東

政

策

の
要

諦

と

し

て
文

化

を

活

用

す

る

と

の

思

潮

が

高

ま

っ
た

こ

と

と

不

可

分

で

あ

る
。

上

記

書

籍

を

は

じ

め

、

M

ilto
n
C
.
C
u
m
m
in
g
s,J
r.,

C
u
ltu
ra
l
D
ip
lo
m
a
cy
a
n
d

th
e
　4
m
e
rica
n

G
o
v
er
n
m
en
t:
　?
S
u
r
v
ey
,

C
e
n
te
r
fo
r
A
rts
a
n
d
C
u
ltu
re
,2
0
0
3
や

C
ra
ig
C
h
arn
ey
a
n
d
N
ic
o
le

Y
a
k
a
ta
n
,A
N
ew

B
eg
in
n
ing
.・
S
tra
teg
iesf
o
r
a
M

ore
F
ru
itf
u
l
D
ia
log
u
e

w
ith
th
e
M

uslim

W
o
rld
,
C
o
u
n
cil
o
n
F
o
reig
n
R
e
lati
o
n
s,
C
S
R

N
o
.

7
,M

ay
2
0
0
5
な

ど

を

参

考

に

、
↓
冨

〉
象

8
q

O
o
∋
ヨ
葺

8

8

0
阜

tu
ra
l
D
ip
lo
m
a
cy
,
C
u
ltu
ra
l
D
ip
lo
m
a
cy
:
T
h
e
L
in
chp
in

of

P
u
b
lic

D
ip
lo
m
a
cy
‐

R
ep
o
rt
of

th
e
f
ld
v
isory

C
o
m
m
ittee
on

C
u
ltu
ra
l
D
ip
lo,

m
ary
,
U
.S
.
D
e
p
artm
e
n
t
o
f
S
ta
te
,
S
ep
te
m
b
er
2
0
0
5
が

提

出

さ

れ

た

。

米

国

に

お

け

る

こ
う

し

た

時

代

潮

流

を

反

映

し

て
、

中

国

で

も

文

化

を

外

交

ツ

ー

ル

と

し

て
捉

え

な

お

す

視

座

の
構

築

が

試

み

ら

れ

る
。
李
智

『文
化
外
交
-

一
種
伝
播
学
的
解
読
』
北
京
大
学
出
版



社
、
二
〇
〇
五
年
や
、
張
玉
国

『国
家
利
益
与
文
化
政
策
』
広
東
人

民
出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
、
劉
傑
主
編

『国
際
体
系
与
中
国
的
軟
力

量
』
時
事
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
、
蘇
長
和

「中
国
的
軟
権
力
-

以
国

際

制
度

与

中

国

的

関
係

為

例

」

『
国
際

観
察

』

二
〇
〇

七

年

、

二
七

-

三
五

頁
、

陳

玉
剛

「試
論

全

球
化

背
景

下
中

国
軟

実
力

的
構

建
」
、

同
書

、

三

六

-

四
二
、

五

九
頁

な

ど

学
術

界

で

の
議

論

の
み

な

ら
ず

、

李

傑
外

交
部

政
研

司
副
処

長

が
著

し
た

「軟
実

力
建

設

与

中

国
的

和

平

発
展

」

『
国
際

問
題

研

究

』

二
〇

〇
七

年

第

一
期

、

一

九

-

二
四
頁

な

ど
実
務

担
当

者

に
よ
る
議

論
も

活
発

で
あ

る
。

〈
30
>

郭
建

寧

「中

国

"
和

"

文
化

与

構
建

和

譜

社
会

」

『
前

線

』

二

〇

〇

五

年

第

二
期

、

中

共
北

京

市

委

員

会
、

二
〇

〇

五

年

二
月

。

h
ttp
:/
/w
w
w
.m
o
s.g
o
v
.c
n
/T
e
m
p
la
te/
a
rticle
/c
sr_
d
isp
lay
j
sp
?m
id

=
2
0
0
5
0
3
0
2
0
10
9
2
5

(二
〇
〇

五
年

=

一月

一
六

日
)
。

〈
31
>

孫

家

正

「不

断

提
高

建

設
社

会

主

義
先

進

文
化

的

能

力

」

『
求

是

』

二
〇
〇

四
年
第

二
四
期
、

中
国

共
産

党
中

央
委

員
会

、

二
〇

〇

四
年
、

五

-
八

頁

。

〈
32
>

孟

暁

駆

「文

化

外

交

顕
魅

力

綿

上

添

花

"
文

化

外

交

的

使

命

」

『
人
民

日
報

』

二
〇

〇
五

年

=

月

=

日
、

第
七

面
。

〈
33
>

中

国

の
文

化

外
交

の
要
点

に

つ
い
て

は
、

青
山

瑠
妙

「中

国

の

パ
ブ

リ

ッ
ク

・
デ

ィ
プ

ロ

マ
シ
ー
ー

マ
イ

ナ

ス
イ

メ
ー

ジ
払
拭

か

ら
国
家

ブ

ラ

ン
ド

創
出

へ
」

川
島
真

編

『
中

国

の
外

交
1
ー

自

己
認

識

と

課
題

』

山
川

出
版

社
、

二
〇
〇

七
年

、

三
五

-
五

四
頁

、

お

よ

び
王
雪
薄

「中
国
の
文
化
外
交
-

留
学
生
派
遣
を
含
め
た
人
材
交

流

に
見

る
戦

略
」
、
同
書

、
五

五

-
七

二
頁

を
参
照

さ

れ
た

い
。

〈
34
>

中

国
側

か

ら

は
、

一
九
項

目

の
イ

ベ
ン
ト

に
七
〇

〇
名

が
派
遣

さ

れ

た

。

「
人

民

網

日

本

語

版

」

二
〇

〇

五

年

九

月

二
日

7
ヨ
》ミ

p
eo
p
le
.n
e
.jp
/2
0
0
5
/0
9
/0
2
/jp
2
0
0
5
0
9
0
2
_
5
3
2
1
2
.h
tm
l
(
二
〇

〇

六

年

一
月

二
五

日
)
。

ま

た
文

化
部
外

聯

局

の
蒲
通

副
局

長

は
、
主
賓

国

と

し

て
参

加

し

た
ド

イ

ツ

・
ベ

ル
リ

ン
で

の
ア
ジ

ア
太
平

洋

ウ

ィ
ー
ク

(
X
10

0

1

年
)
、

中

ロ
共
催

文
化

節

(
二
〇
〇

三
～
〇

四
年

)
、

英
国

で
の
中

国

文
化

年

(
二
〇

〇

三
～

〇

四
年

)
、

中

仏
文

化
年

(
二
〇
〇

三

～
〇

五

年

)
、

ア

イ

ル

ラ

ン
ド

と

の
共

催

に

よ

る
文

化

節

(
二
〇

〇

四

年

)
、

オ

ラ

ン
ダ

・
ア
ム

ス

テ

ル
ダ

ム
音
楽

庁

に

よ

る
中

国
芸

術
節

(
二
〇

〇

五
年

)
、
主

賓

国

と
し

て
参

加

し
た

ヴ

ェ
ニ
ス
で

の
二
年

展

(
二
〇
〇

五
年

)
、

お

よ
び
毎
年

春

節

に
合

わ
せ

て

ロ
ン
ド

ン
、

パ
リ

や

コ
ペ

ン

ハ
ー
ゲ

ン
な

ど

で
開
催

さ
れ

る
春
節

フ

ェ
ス
テ

ィ
バ

ル
と

い

っ
た
文

化
交

流

イ

ベ

ン
ト
を
通

じ

た
文
化
外

交

の
成

果
を

強
調

す

る
。

「
光

明

網

」

二

〇

〇

六

年

四

月

二

日

ゲ
暑

ミ
妻

αq
∋
棄
n
ミ

co
n
ten
t/
2
0
0
6
-
0
4
/0
2
/c
o
n
te
n
t_
3
9
7
6
3
7
.h
tm
1
(
二

〇

〇

七

年

一
月

二
〇
日

)
。

〈
35
>

国

発

(
二
〇

〇
六

)
一
九

号

「国
務

院
関

与
核

定
井

公
布

第

六
批

全

国

重

点

文

物

保
護

単

位

的

通

知

」

二
〇

〇

六

年

五

月

二
五

日
、

「中

国
迎

来
首

個

文
化

遺
産

日
」

『
人

民
日
報

海
外

版

』

二
〇
〇

六
年

六

月

一
〇

日
、
第

四
面

、

「
"中

国
非
物

質

文
化
遺

産

"
標

識
掲

暁
」

『
人
民

日
報

海
外

版
』

二
〇
〇

六
年
六

月
九

日
、

第

一
面

な
ど
。

〈
36

>

「
和
譜

世

界

」

に

よ

る
国
際

の
平
和

構

築

を
論

じ

た
も

の
と

し

て
、

王
易

・
張

林
宏

「和

譜
世

界
的

構
建

時
代

背

景
与
戦

略

選

択

」

『
和

平

与
発

展

』

二

〇
〇

七
年

二
月
、

二
七

ー

三
〇
頁

を

参

照

さ
れ

た

い
。
従

前

の
世

界
遺
産

政
策

に

つ
い
て

は
、
拙

稿
前
掲

、

五
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1
六
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

〈37
>

以
下
、
「和
譜
」
理
論
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
四
年
九

月
開
催
の
党

一
六
期
四
中
全
会
で
採
択
さ
れ
た

「党
の
執
権
能
力
の

建
設
強
化
に
関
す
る
中
共
中
央
の
決
定
」
に
依
拠
す
る
。

〈
38
>

同
氏
は
、
二
〇
〇
六
年

一
二
月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国
文

物
局
長
会
議
で
の
報
告

「孤
住
机
遇

開
拓
進
取

推
動
文
物
事
業

与
経
済
社
会
的
和
譜
発
展
」
に
お
い
て
も
同
様
の
見
解
を
繰
り
返
し

明
示
し
た
。

〈
39
>

最
上
、
前
掲
書
、
九
九
-

一
〇
〇
頁
。

zoz


